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SUMMARY

The effects of myo-inositol, glycine, nicotinic acid, pyridoxin･HCl and thiamine･HCl on the

growth of Dendrobiumseeds germination and seedlings growth were investigated. 0f allfactors

tested, nicotinic acid stimulated both seed germination and seedling growth significantly･

Thiamine･HCl stimulated seedling growth sightly･

緒 言

ラン科植物は極めて多くの種子を生産するが,自然に発芽して生育する個体は極めて少

ない。それは,種子が胚乳を欠き,未分化な胚と一層の種皮からだけなる微少なものであ

り,単独で発育する能力を持たないためである。したがって,他の植物と同様な播種方法

では発芽しない。しかし,親株の根もとに播種する場合には,少数ではあるが発芽し,生

育する。このような個体では,根菌との共生が成立しており,自然状態での発芽には共生

菌が大きな役割をはたしている。

Knudson(9)はランの種子発芽機構の解明のためラン種子の無菌培養を行い,糖と無機

塩類よりなる人工合成培地に播種すれば,根菌との共生がなくとも,多くのラン科植物は

発芽することを発見した。このような条件下で,ラン科植物はプロトコームと呼ばれる球

体を形成し,そののち子葉と幼根を分化する。したがって,他の高等植物では母体上で完

了する胚発生の現象が,ラン科植物では播種後におきる。

一個の植物が独立栄養的に生育するには,光合成が必要である。多くの植物種子は,母

体上で従属栄養的に,子葉と幼根を形成し,播種されればただちに光合成が始められる体
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制ができている。しかし,ラン科植物では播種後にこの準備がなされるため,初期生育の

ためには他から養分が供給される必要がある。自然状態では共生菌の助けにより,また培

養条件下では培地中の養分を利用することにより,発芽可能となる。

培地成分としては,各種無機塩類の他にシユークロースなどの炭水化物が必要であり,

ラン科植物の種子発芽時の従属栄養性を特徴づけている。多くのラン科植物では,無機塩

とショ糖だけが含まれた培地上で正常に発芽生育する。しかし,種によっては正常に生育

しないものがあり,さらに他の有機成分の必要性が考えられる。

ニコチン酸(ナイアシン)が各種ラン科植物の種子の初期生育に促進的な効果を持つこ

とは知られてる。また,狩野はデンドロビュームの種子発芽は,リンゴ汁の添

加によって促進されることを明らかにしている。筆者は,ランの種子発芽培地の無機塩組

成を,糖と寒天以外の有機物は添加されない条件で検討してきた。しかしデンドロビュー

ムの場合には,他の種に比較して生育が劣り,有機物添加の必要性が考えられた。また,

予備的な実験において,MS培地の有機成分が促進的な効果を持つことがわかっていたた

め,有効成分を明らかにするための実験を行った。 NO

材料と方法

基本培地のイオン組成は, NHJ : K゛ : Ca** : Mg¨=20:40:30:10,NOJ : H,po; :

sor゜70 : 20 : 10, ΣM'1! ゜ 20 meq/1 とし,Fe-EDTA(MS当量),微量要素(1/10

MS当量)を添加した。有機物は第1表のMS培地成分の5種類を,単独あるいは組み合

わせてオートクレーブ前に添加した。pHを5.0~5.2に調整し,ショ糖(20g/l),寒天

(10g/l)を添加溶解後,50 m1 三角フラスコに18 m1づつ培地を分注し,オートクレー

ブで(110℃,10分),殺菌を行った。

種子は,愛知教育大学で採種したDendrobium nobileの完熟種子および浅井信之氏

より提供を受けたノビル系デンドロビュームの交配種(2種)の完熟種子を用いた。種子

の消毒は,50倍オスバン水溶液を1滴添加した100 m1の2%次亜塩素酸水溶液で行っ

た。50m13角フラスコにとった適量の種子の中へ,同液を分注し,よく振とう後消毒液

を交換し,この操作を数回くり返した。3分間程度の消毒後種子は,消毒液とともにロー

トに流し込み,口紙上で消毒液を流し去り,さらに滅菌水で数回洗浄した。消毒の完了し

た種子は,滅菌水にけんだくさせながら,1 m1づつ注射器で培地上に播種した。培養は

25°C,700 1ux植物育生用ランプ連続照明下で5ヵ月間行った。 1処理区6本のフラスコ

のうち,生育のそろった3本のフラスコの実生の生育を測定し結果を求めた。

Table l. Composition of organic components.

=
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結 果

実験1 有機物添加の影響

Den.noblieの種子発芽と実生の生育に及ぼす有機物質単独添加の影響は第2表のよう

になった。発芽はニコチン酸の添加によって促進され,その他の有機物添加の効果は認め

られなかった。枯死したものの割合は,イノシトール,ピリドキシン,グリシン添加で,

Table 2. Effects of organic components on the growth of Den.nobile seedlings.

Seeds number per Hask; 181.3士29.3. Culture periods; 5 months.
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添加しない場合よりも多く,チアミン,ニコチン酸添加区では少なくなった。肥大したカ

ルス様球体の形成は,ニコチン酸添加区で認められたが,その他の区では認められなかっ

た。根の発生は,ニコチン酸,チアミン添加区で認められ,その他の場合には認められな

かった。茎葉の生育も,ニコチン酸,チアミン添加区で促進されたが,その他の場合には

促進的な影響は認められなかった。

品種Aに対する同様な実験の結果は,Den. nobileと同様な傾向を示し,ニコチン酸は

促進的な影響を与えた。しかし,無添加区での生育が比較的良好となり,チアミの促進的

効果は認められなかった(第3表)。

第1表に示された有機物のうちどれか1種類だけを削除した場合の生育は,ニコチン酸

を削除した場合にだけ実生の生育は有意に阻害され,その他の場合には阻害的な効果は認

められなかった(第3表)。

実験2.ニコチン酸,チアミンの組み合せ添加の影響

品種Aに対するチアミン単独添加の場合,生育促進効果が認められ,根の生育は高濃度

ほど,茎葉の生育は10,0.1,1 ppm 添加の順に良好となった。ニコチン酸0.5 ppmとの

組み合せ添加の場合も,チアミン添加の効果は認められ,特に根の生育が良好となった。

ニコチン酸5 ppm. および50ppmの場合チアミン添加は根の生育に促進的であったが,

茎葉の生育には効果は認められなかった(第4表,第1図)。

ニコチン酸単独添加の効果は, 0.5, 5ppmの時に促進的で50ppmでは阻害的であっ

た。チアミンとの組み合わせ添加では,ニコチン酸添加の効果は,茎葉の場合には認めら

れなかった(第4表,第1図)。

Table 4. Effects of Nicotinic acid and Thiamin on the growth of Den.nc

seedlings. (Cultivar A)

Seeds number per flask; 324.7±13.2 Culture periods; 5 months。
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品種Bに対するチアミンの単独添加は, 0.1 ppm の場合に根および茎葉の生育に対して

促進的な影響が認められた。ニコチン酸との組み合わせ添加では,ニコチン酸0.5 ppmで

チアミン0.1 , 1.0および10 ppm さらにニコチン酸50 ppm, チアミン0.1 ppmの場合に根

の,ニコチン酸5 ppm, チアミン0.1 ppmの場合に茎葉の生育が促進された(第5表,第

2図)。

ニコチン酸単独添加の効果は,すべての濃度で促進的な効果が認められた。チアミンと

の組み合わせ添加では,チアミン0.1 ppm,ニコチン酸5 ppm の場合の根の生育が劣った

が,その他の場合は,ニコチン酸の添加は根および茎葉の生育に促進的であった(第5表,

第2図)。

Table 5. Effects of Nicotinic acid and Thiamin on the growth of Den nobile

seedlings. (Cultivar B)

Seeds number per flask: 103.5士12.4. Culture periods; 5 months.
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Fig. 2. Effects of Nicotinia acid and Thiamine on the shoot and root grown of

Dendrobium nobile. (Culeivon B)
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Fig. 1. Effects of Nicotinic acid and Thiamine on the shoot and root grown of

Dendrobium nobile、(Culeivon A)
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考 察

ノビル系デンドロビュームの種子発芽およびその後の生育は,ニコチン酸にょって促進

され,無添加の場合には充分に行われなかった。このことから,MS培地の有機成分ある

(8)いはリンゴ汁中の有効成分のひとつはニコチン酸であると考えられる。ニコチン酸無添加

の場合,品種あるいはその他の条件によって異なるが,添加の場合の半数以下の発芽とな

った。したがって,ニコチン酸合成能力の遺伝的な差,あるいは,種子内貯蔵養分の違い

などによって,発芽率の違いが生するものであろう。発芽後の生育も,無添加区では劣

り,ニコチン酸合成能力は充分ではないと考えられる。

Ardittiはカトレヤの種子発芽時におけるニコチン酸の生理的研究を行い,ニコチン酸

はトリプトファンから,分解的に生成されることを明らかにした。また,葉の発達してい

ない若い実生では,トリプトファンが効果を持たないことから,葉にニコチン酸代謝系が

存在するのではないかとしている。デンドロビュームの場合も,阿部らの結果によれば,

苗令の進んだ苗の場合にはニコチン酸の削除の影響は認められない。したがって,カトレ

ヤと同様な代謝系の存在が考えられる。しかしながら,ニコチン酸無添加でも生育するも

のもあることから,不純物などとして外部から供給される可能性、あるいは葉以外での生

合成系,さらに他の種類の生合成系の存在も考えられる。

ニコチン酸は補酵素(NAD'NADP)の構成要素として重要な成分ではあるが,その直

接的な生育促進の機作について明らかではない。讃井らによれば,ニコチン酸アミドはイ

ネ,キュウリ,レタス,ナスなど数種の作物の苗の生育を促進させ,その機作として,

RuDP-カルボキシラーゼ活性を高め,可溶性蛋白質含量の増加と,光合成能を促進せし

め,葉面積の拡大をもたらすこと,および硝酸還元酵素活性の向上による蛋白質含成能の

増大をあげている。デンドロビュームの場合にも同様な機作の可能性は考えられるが,そ

実態は不明である。

チアミンの場合はニコチン酸ほどではないが生育に促進的な場合が認められ,特に根の

生育が促進されるような傾向が認められた。またニコチン酸の場合とは異なり,種子発芽

には促進的な効果は認められなかった。これはMeadらのOrchisに関する結果と一致し

た。

摘 要

ノビル系デンドロビュームの種子発芽培地への0.5~5 ppmのニコチン酸添加は,発芽

および実生の初期生育に対して促進的な効果を与えた。

チアミンの添加は,根の生育などに関しては促進的な場合があり,0.1 ppm程度の添加

が望ましいと考えられる。

(昭和58年8月29日受理)
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